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ソフトバンクモバイルのPANTONEケータイに象徴されるように、携帯電話といえばカラフルな印象がある。
しかしカラフルになったのはそれほど昔のことではない。
ここでは携帯電話のカラフル化の歩みを振り返った上で、ケータイで今日見られるカラートレンド状況を考えたい。

　今日でこそ携帯電話機はカラフルなの

が当たり前だが、色が注目されるよう

になったのは 1990 年代末からである。

99 年に NTT ドコモが i-mode をスター

トしたことで、それまでは大人のビジネ

スツールだった携帯電話が、若者カルチ

ャーに欠かせないコミュニケーション

ツール、すなわち「ケータイ」となった。

そのことがカラフル化を一気に促進した

と言ってもよいだろう。

　ビジネスユースを念頭に色彩を考えて

いた頃は、ブラック、ダークグレー、ネ

イビーといったフォーマルなイメージの

色彩がほとんどで、色モノは珍しく、カ

ラフルな機種が出るとそれだけで話題と

なった。今日のカラフル化につながる大

きな流れをつくったのは、女性ターゲ

ットに向けたパールホワイトといえる

だろう。90 年代末、パールホワイトは

D206（三菱電機）やN207S（NEC）な

どで大ヒットとなった。女性に向けたカ

ラーという戦略はホワイトに続き、ピン

ク提案の拡大を生み出していった。これ

らのトレンドから、2000 年当時のケー

タイ売場総体で見れば、ブラック、シル

バー、ホワイト、ネイビー、ピンクとい

った、ベーシックカラーがラインナップ

されるようになった。

　ちょうどその頃、IDO（現au/KDDI）

がC301T（東芝）で、透明プラスティッ

クボディのケータイを発売した。このカ

ラー提案は、当時人気を博していたパソ

コン、初代 iMac を連想させるようなカ

ラーデザインで、ベーシックラインのシ

ルバー、ホワイトに、スケルトンカラー

5 色を加えた 7 色という多色展開であっ

た。こうした例は少数派ではあったが、

今後、カラーが脚光を浴びることを予感

させるものであった。

　その後、01 年はビビッドレッドが注

目色となり 02 年を迎えるわけだが、こ

の年は、ケータイのカラートレンド史

からするとカラートレンド戦略本格化

の年であった。それを強く感じさせた

モデルが、01年12月に auが発売した

C1002S（ソニー・エリクソン）のオレ

ンジだった。このオレンジは斬新なカラ

ーリングとして大いに注目された。その

影響力は、その後、続々とオレンジの提

案が続いたことからも明らかであった。

今日でもオレンジという色域は比較的新

奇性のある色として活用されている。

　03 年はカラーデザインの活用が本格

化した年。前年から人気継続のオレンジ

のほか、イエロー、イエローグリーン、

ターコイズブルーといった売場で目立つ

高彩度色がトレンドカラーとして活用さ

れるようになった。このあたりまでのカ

ラートレンドは高彩度色一辺倒という感

じであったが、年末になると、目立ち感

ではなく、ベージュやダークブラウンと

いった落ち着き感、大人感を狙ったカラ

ー提案も散見できるようになった。au

の着せ替えケータイ、A5402S（ソニ

ー・エリクソン）が本革パネルを提案し

たことなどもその一種といえる。女性層

や若年層のためのカラー活用という視点

だけでなく、大人を感じさせるカラーが

考えられるようになったのである。au 

design projectの第一弾ケータイINFO-

BARが発売されたのもこの年である。

色表現から質感表現、光演出へ
　04年になると、ドコモのpremini（ソ

ニー・エリクソン）やボーダフォン（現

ソフトバンクモバイル）のKOTO（東芝）

など、デザインケータイブームが起きる

とともに、ホワイト、ブラック、レッド

という3色を代表にしたモダンなカラー

バリエーションが目立つようになった。

そして、ケータイ市場総体のカラー展開

は、際立って新奇性のある色が目立つと

いった様相ではなく、成熟期を迎えてい

った。

　新奇色の提案という面で難しさを抱え

るようになった 05 年以降は、「色表現

から質感表現へ」という具合に提案内容

が変化してきた。それを象徴したのが、

ボーダフォンの nudio（ V602T・東芝）

とドコモのN901iC（ NEC ）であろう。

nudio はメタル（シルバー）とセラミッ

ク（ホワイト）の 2 色展開であったが、

色の違いだけでなく、メタルはディンプ

ルの造形、セラミックはストライプの造

形が施され、触感の違いを特徴とした。

N901iC ではチョコレートと名づけら

れたブラウンで特に質感表現にこだわっ

た展開がされた。それは質感ツートンと

もいえるデザインで、レザーテクスチャ

ー部分とフラット部分によって同色での

質感ツートンデザインとなっている。こ

のほか au はボディ全体をシルバーメッ

キで覆った PENCK を発売したり、ボ

ーダフォンが着ぐるみケータイ V501T

（東芝）を展開したりと、「新しさ」の表

現手段はエスカレートする一方で、色の

新しさだけで話題をさらうような時代で

はなくなっていった。

　「色」「素材」ときて、現在トレンドを

リードしているのが「光」である。それ

までも光の色はデザイン上で活用されて

きたが、ドコモの P701iD（松下電器産

業）は光の使い方が次のステージに変わ

ったことを感じさせた。ボディを透過

して光を見せるという演出は、その後、

au の neon（東芝）では透過させた光で

文字を浮き上がらせ、時計という機能を

もたせるなど進化をとげ、今日、au の

W51P（松下電器産業）では光ることで

柄をグラデーションで見せる演出が登場

している。

見直されるソリッドカラー
　このようにカラーデザインの手法が拡

散しながら多様化している流れの中で、

昨今改めて注力されているがソリッドカ

ラーのように感じる。20 色展開が大き

な話題となっている PANTONE ケータ

イ（812SH・シャープ）にしても８割方

がソリッドカラーである。色の魅力をス

トレートに訴求しようとした場合、パー

ルやメタリックといった光揮材、柄や質

感変化に頼らない表現がふさわしいとも

言えるのである。

　また 10 年弱の歩みを説明してきた

が、この歩みからはケータイのカラート

レンドの進歩が、非常に目まぐるしく、

超高速であったことがわかるだろう。ソ

リッドカラーの再評価は、いわば 1 歩 1

歩でなく 10 歩単位で進んできた過去を

振り返り、「シンプルな色表現であるソ

リッドカラーにおいても、見過ごしてき

た魅力的な色がこんなにある」と、見直

されている現われにも思える。

　私たちはカラー企画のヒントを、つい

つい新しい技術表現に求めがちだが、色

の魅力という基本に立ち返ってみると、

ソリッドカラーにも十分にカラー表現の

奥深さ、難しさがあり、エンドユーザー

を魅了する色が隠されているのであろ

う。今後ますますソリッドカラーないし

ソリッドカラーライクな色が注目されそ

うな予感がする。

川村 雅徳 ● ディックカラー&デザイン （http://www.dic-color.com/color_business）

多様化したケータイのカラーデザ　　　インが行き着いたところカラーマネジメント最前線

1999 年
パールホワイトが大ヒット
NTT ドコモ「D206」（三
菱電機）（注：写真はパー
ルホワイトではなくシル
バー）

2001 年
携帯電話の定番色の１
つになるオレンジが出る
au（KDDI）「C1002S」（ソ
ニー・エリクソン）

2003 年
大人を狙った展開が出
てくる
本革パネルを用意した
au（KDDI）「A5402S」

（ソニー・エリクソン）

2004 年
デザインケータイブ
ームが起こる
NTTドコモ「premini」

（ソニー・エリクソン）

ボーダフォン（現ソ
フトバンクモバイル）

「KOTO」（東芝）

NTT ド コ モ「N901iC」
（NEC）、ブラウンはチョ
コレートと名付けられた

2005 年
色表現から質感表現へ移行
ボーダフォン（ 現ソフト
バンクモバイル）「nudio」

（V602T・東芝）、パネルに
メタルとセラミックを採用

2007 年
ソリッドカラーの再評
価が始まる
ソフトバンクモバイル

「PANTONE ケータイ」
（812SH・シャープ）

2000 年
５色のカラーをまとったスケ
ルトンボディのモデル登場
IDO（現 au/KDDI）「C301T」

（東芝）


